
   
  

 

天
神
さ
ま
の
モ
ミ
ジ
狩
り 

コ
ロ
ナ
禍
も
昨
年
に
比
す
れ
ば
随
分
と
穏
や
か
に

な
っ
て
来
た
事
か
ら
か
、
先
月
あ
た
り
か
ら
地
方
か

ら
の
ご
参
拝
の
方
も
多
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
降
、
旅
行

に
行
く
の
を
躊
躇
わ
れ
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
一
気
に
各
地
の
観
光
地
は
大
変
な
人
出

に
な
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
こ
れ
か

ら
の
紅
葉
は
大
き
な
目
玉
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

当
宮
の
御
祭
神
で
あ
ら
れ
ま
す
天
神
さ
ま
こ
と
、

菅
原
道
眞
公
も
、
昌
泰
元
年(

八
九
八)

の
十
月
二
十
日

か
ら
十
一
月
一
日(

現
在
の
十
一
月
下
旬)

に
か
け
て
、
朱

雀
院(

宇
多
上
皇)

と
共
に
吉
野
宮
滝(

現
在
の
奈
良
県
吉
野)

へ
紅
葉
見
物
の
行
幸
に
随
行
さ
れ
て
お
ら
れ
、
そ
の

様
子
は
道
真
公
が
書
い
た
と
い
わ
れ
る
『
宮
滝
御
幸

記
略
』
と
い
う
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
と
き
一
行
は
、
廿
日
に
京
都
を
出
発
し
、
交

野
、
奈
良
市
内
、
高
市
郡(

現
在
の
高
取
町)

と
、
秋
深

ま
り
ゆ
く
奈
良
の
史
跡
を
巡
り
な
が
ら
旅
路
を
進
み
、

廿
三
日
に
道
眞
公
の
山
荘
に
て
宿
泊
。
そ
こ
で
和
歌

の
会
を
開
き
、
道
眞
公
は 

「
こ
の
度
は 

幣
も
取
り
あ
へ
ず 

手
向
山  

も
み
じ
の
錦 

神
の
ま
に
ま
に
」 

と
、
錦
繍
に
染
ま
る
奈
良
の
山
々
の
紅
葉
を
、
幣
帛

に
代
え
て
神
さ
ま
に
捧
げ
手
向
け
ま
す
。
と
い
う
意

味
の
和
歌
を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。(

こ
の
歌
は
後
に
、
菅

家
の
名
で
百
人
一
首
に
も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す)  

廿
五
日
に
吉
野
宮
滝
に
到
着
。
宮
滝
特
有
の
白
い

岩
肌
に
あ
た
る
吉
野
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
、
一
面
の
紅

葉
を
「
白
雲
紅
樹
は 

旅
人
の
家
な
り
」
と
感
動
さ

れ
て
い
る
事
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
宮
滝

を
出
発
さ
れ
、
廿
八
日
に
紅
葉
で
有
名
な
竜
田
山
で

「
満
山
の
紅
葉 

心
機
を
破
る
」
と
激
賞
さ
れ
、
丗

日
に
大
坂
・
住
吉
大
社
に
参
拝
さ
れ
た
後
、
十
一
月

一
日
に
京
都
に
戻
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
記
録
は
当
時
の
人
々
の
秋
の
旅
路
を
知
る
上

で
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、
錦
繍
の
大
和
路
の
紅
葉
を

存
分
に
楽
し
ま
れ
た
事
が
今
も
よ
く
分
か
る
内
容
で

す
。
そ
う
し
た
道
眞
公
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
再
拡
大
に
は
注
意
を
し
つ
つ
、
こ
の
秋
は

大
和
路
の
紅
葉
を
楽
し
ま
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

七
五
三
詣
の
ご
案
内 

当
宮
で
は
七
五
三
の
ご
祈
祷
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
予
約
制
と
な
っ
て
お
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
総

合
受
付
で
あ
る
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
ま
で
お
電
話
か
、

メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
下
さ
い
。 

 

な
お
、
基
本
的
に
七
五
三
の
ご
祈
祷
は
神
山
町
の
御

本
社
に
て
執
り
行
い
ま
す
が
、
参
列
数
五
名
ま
で
で
あ

れ
ば
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
も
執
り
行
う
事
は
可
能
で
す
。 

 

※
七
五
三
は
数
え
年(

満
年
齢
に
一
歳
足
す)

で
計
算
し
ま
す
。 

 

・
三
歳 

令
和
二
年
生(

子) 
 

 

女
児(

又
は
男
児) 

 

・
五
歳 

平
成
三
十
年
生(

戌) 

男
児 

 
 

・
七
歳 

平
成
二
十
八
年
生(

申) 

女
児 

 
  

ご
予
約
は
下
記
ま
で 

〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 
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御
本
社
東
面 

玉
垣
追
加
募
集
に
つ
い
て 

神
山
町
に
鎮
座
し
ま
す
当
宮
御
本
社
の
東
面
に
、
昨

年
、
嵯
峨
天
皇
行
幸
一
千
二
百
年
、
今
上
陛
下
御
即
位

記
念
と
し
て
、
玉
垣
を
建
立
し
ま
し
た
が
、
残
柱
分
に

つ
き
ま
し
て
ご
奉
納
の
追
加
募
集
を
致
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
御
本
社
の
本
殿
前
か
、
東
門(

裏
門)

掲
示
板
横
に
あ
り
ま
す
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
頂
く

か
、
も
し
く
は
茶
屋
町
の
御
旅
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
ま
せ
。 

御
旅
社
＝
〇
六―

六
三
七
一―

一
五
八
六 

 

 

今 

月 

の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(

茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

十
一
月
二
十
五
日(

金) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
        

筆
者 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ (

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
   

    

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 
 

喜 

多 

埜 
 

第
二
一
二
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報  

 

 

新
嘗
祭(

廿
三
日) …

日
本
全
体
の
秋
祭 
神
事
の
み

 

   

立
冬(

七
日)…

秋
が
極
ま
り
、
い
よ
い
よ
冬
の
気
配
が
立
つ
頃 

小
雪(

廿
二
日)…

寒
い
地
域
で
は
雪
が
降
り
始
め
る
頃

 

   

七
五
三(

十
五
日)…

子
祝 

三
歳
男
女
、
五
歳
男
子
、
七
歳
女
子 

    

十
一
月
一
日
、
七
日
、
十
三
日
、
十
九
日
、
廿
四
日
、
丗
日 

    

上
弦(

一
日) 

、
満
月(

八
日)

、
下
弦(

十
六
日)

、
朔
月(

廿
四
日)

、
上
弦(

丗
日)

 

    

文
化
の
日(

明
治
節
・
三
日)

、
勤
労
感
謝
の
日(

廿
三
日) 

    

【
祭
礼
】 

  

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

春
菊
、
ネ
ギ
、
山
芋
、
牛
蒡
、
ホ
ウ
レ
ン
草 

[

果 

物] 

リ
ン
ゴ
、
ク
リ
、
早
生
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
カ
キ
、
ホ
ッ
ケ
、
銀
鮭
、
ク
エ 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
山
茶
花
、
柊
の
花
、
木
瓜 

 


